
別記様式(第4条関係) 

会議録 

会議の名

称 
令和８年度 第１回加東市立図書館協議会 

開催日時 令和８年８月１８日(火) １８時００分から１９時３０分まで 

開催場所 加東市中央図書館 会議室（２階） 

議長の氏名 (松山久子)                

出席及び欠席委員の氏名 

出席 松山久子・上田淳士郎・魚住美穂・石田れい子・藤原貞子・松本孝介・松本まつみ 

欠席 佐子真紗美 

出席した事務局職員の氏名及びその職名 

・加東市教育長           藤原路寛 

・教育振興部長           長田徹 

・中央図書館長（課長）       藤田智架子 

・東条図書館副課長        下山和子 

・滝野図書館主任          田中美紀子 

・中央図書館会計年度任用職員 藤井堅太郎 

 
議題、会議結果、会議の経過及び資料名 

１ 協議事項 

（１） 令和７年度 図書館活動報告（統計書「くらしの中に図書館を」等から） 

（２） 令和７年度 加東市立図書館事業報告 

（３） 令和８年度 事業概要（案） 

（４） 令和８年度 図書館活動・事業予定（案） 

（５） その他 

・加東市民の読書活動の推進に関する条例（令和８年加東市条例第１３号） 

 について 

発言者 会議の経過 ／ 発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

２．任命書の交付 

３．教育長挨拶 

４．自己紹介 

５．図書館協議会の役割について 

６．会長等の選出 

  ・会長   

  ・会長職務代行者 

７．会長挨拶 

８．会議録書名委員の指名 

９．協議事項 
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（１）令和７年度 図書館活動報告 

【質疑応答】 

貸出冊数が減少しているにもかかわらず、貸出密度が２０年連続１

位ということは素晴らしいことだと思うが、全国的に同規模の市町

村で貸出冊数が減少しているということでしょうか。 

全国的に貸出の総数が、減少傾向にあるという状況です。 

俗にいう活字離れということでしょうか。どのようにとらえています

か。 

読者層の高齢化で一度に読まれる冊数が減っていること、幼年層

の人数そのものが減っていることによって、絵本の貸出が減ってい

ることが原因の一つと考えています。 

読んで欲しい年代層の掘り起こしや、市民へのアピールが必要で

はないでしょうか。 

雑誌について、休刊などもありタイトル数が減っていると思います。

新しく増やすとき、減らすときの基準はありますか。３館でどのよう

に配分していますか。 

利用状況や予算の問題、何を増やすか減らすか何が必要か、利用

実績も見ながら相談して決めています。 

個人的にはこういう数字で表されたものはあまり信じていないので

すが、何十年と１位をとっている。市民が本を読んでいるということ

で市民の何かが変わるとか、加東市が他の市と比べて違いという

ものはあるのでしょうか・ 

昔住んでいた地域ではお酒の席でも本について議論することが良

くありました。加東市に来てあまりそういうことが無い。加東市民の

意識が向上している、子どもたちがこうだよという何かはあります

か。 

その部分の把握はできていません。 

加東市の人たちはおとなしいという印象があって、いい意味での言

い合い、いい意見を持っている方も多いので議論する場があれば

いいと思います。 

本について話し合うということで、ビブリオバトルとかブックトークと

いった催しをされる予定はありますか。他の市で本好きの有志の方

がされているような印象があります。 

現時点では予定していません。 

例えば図書館友の会のようなところが主催されているところもある

ようです。 

イソップ物語とか簡単な絵本の中からこれどう思うというような意

見を交わす。加東市のあちこちで本の話や意見交換ができるという

風になれば良いと思います。 

学校の方では何かされていますか。 

何年か前に中学生も小学生もビブリオバトルをしたことがありま

す。小学生には人を引き付けるような原稿をつくって発表するの

は、本が好きで意見を持つこととは別の難しさがあります。そういう

会に足を運んで見るのはいい経験になるのかなと思います。 

中学生はビブリオバトルをするのにいい年代だと思いますが、本格

的なビブリオバトルはハードルが高い。図書館で開催されて大人が
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やっているのを見て高校生や中学生も参加していくという風になれ

ば理想的かなと考えました。 

（２）令和７年度加東市立図書館事業報告 

〇事務局より説明 

【質疑応答】 

おとどけ図書館で本が破損することはないのでしょうか。 

破損することはあります。修理できないほどひどい状態になったこ

とはあまりなかったように思います。 

東条図書館で行事の参加者が少ない。何かしらの工夫や見直しが

必要ではないでしょうか。 

おはなし会、参加したいと思いますが月１回だと日程が合わないこ

とが多いので、回数を増やすことは出来ないでしょうか。 

中央図書館はボランティアの１回と職員が２回の月３回です。滝野と

東条は月１回です。今の時点で回数を増やすとは申し上げられませ

ん。 

他市の図書館で、別の団体が図書館でプログラミング教室を毎月

無料で開催していて、興味深い内容でした。加東市でも外部の団

体と合同で開催することがあればいいと思います。 

他市の電子図書館を見たのですが、加東市で導入の予定はありま

すか。 

数年後にシステム更新を予定しているので、時期を合わせて検討

したいと考えています。 

学校と図書館が連携して何かできないかと考えています。毎年夏

に読書感想文を読んで、コンクールに出す作品を選びます。校内で

賞状を出せる数は限られていて、目に見えて評価をもらえるのは一

握りです。いい作品はほかにもあるので、たくさんの人に見てもら

えるように図書館に掲示することは可能ですか。 

検討します。 

（３）令和８年度事業概要（案） 

（４）令和８年度図書館活動・事業予定（案） 

〇事務局より説明 

どの館もおはなし会の参加者が少ないように思います。おはなし会

の本は職員の選書ですか。市民の希望を聞いて選んでいるのです

か。 

職員が参加者の年齢を考えて事前に選書しています。おはなし会

の参加者を見て選書していた本の中から読んでいます。状況に

よってはその場で子どもたちと一緒に本を選んで読むこともありま

す。 

読み手によっておはなしの印象も変わると思うのですが、職員は絵

本の読み方や選書について勉強されているのでしょうか。 

加東市で講座は持てていません。県立図書館や図書館協会の主

催する講座に参加するようにしています。おはなしに関する講座が

ない年もあるので、十分に勉強できているとはいいがたいです。 

勉強する機会をつくる。勉強する努力も必要かなと思います。 

他市で読書マラソンをされているところがあります。加東市ではさ

れないのでしょうか。 
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図書館ではしていないという現状です。 

読書マラソンとか読書貯金みたいなことは、子どもたちが読書をす

る励みになると思います。何冊読めたら記念に何か景品をもらえる

とか。 

図書館システムには読書マラソンができる機能はあります。個人的

には使われている利用者はいらっしゃると思います。 

学校図書館で何冊読むか目標を立てて読んでいる子もいるのでお

聞きしました。 

おでかけ図書館やおとどけ図書館でお世話になっています。調べ

学習にも対応していただきありがとうございます。図書館の本は十

進分類法に従って配架されていると思いますが、テーマで本をまと

めてコーナーをつくられることはないのでしょうか。 

どのようなイメージでしょうか。 

テーマに沿って本がまとめられている。例えば「月」や「クマ」など

テーマを決めて、テーマに沿った本を選んで色々なコーナーをつく

るというイメージです。 

教科書にもたくさん本が出てきます。学校で今勉強している本と教

材、図書館の本がリンクして、同じ作家の本をもっと読める。勉強し

ているジャンルの本が集められているといったことができるといい

と思っています。本の紹介や情報提供など図書館に相談できれば

と思います。 

夏休みどの程度子どもたちが図書館に行っているのか気になりま

す。図書館を魅力的に感じてもらうために本を読む習慣を身につ

けさせたいと思います。学校と図書館これからも協力していきたい

と考えています。 

（５）その他 加東市民の読書活動の推進に関する条例（令和８年            

加東市条例第１３号）について 

〇事務局から説明 

【質疑応答】 

なし 

全体を通してご意見ご質問がありましたらお願いします。 

新聞を見ていましたら、他市の図書館の記事は目にするのですが

加東市の記事がありません。せっかく色々工夫して行事をしている

ので、メディアを利用するというか新聞に掲載されるような働きか

けもされたらいいのではと思います。 

予約のメール連絡でお願いなのですが、加東市は連絡メールの最

初の画面では書名がわかりません。最初の画面で書名がわかるよ

うに表示できませんか・ 

借りられている本の情報は、個人情報なので周りに人がいる状況

で届いたときに、本の情報が見えるのは良くないと考えて出さない

ようにしています。 

最初の画面で書名が見えない方が良いという意見が多いのでしょ

うか。 

直接意見を伺ったわけではありませんが、図書館の考え方として個

人情報の保護という観点からお名前と書名が一緒に出てしまうこと

はしない方が良いと判断しています。 
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他市の図書館でＰＯＰをたくさんつけられているところや、分類を書

架の上に言葉で大きく表示している図書館があります。手書きの本

の紹介冊子を置かれて、面白いよというアピールをされています。

ＰＯＰもありすぎるどうかと思うのですが、やはり何か語り掛けてく

るものはあります。加東市も見せ方というところでもっと何か工夫

ができるのではないかと思います。 

パンフレット台ですが、パンフレットが重なり合っていて見にくいで

す。ひとつひとつのパンフレットが別れて見やすく置けるパンフレッ

ト台を置いてほしいと思います。 

公民館と図書館を兼ねた様な施設が増えていて、だからこその強

みというのもあるのかなと思います。例えばあすみるで伊予原新さ

んの講演会がありました。とても興味深い内容でした。その土地に

ご縁があったということでした。加東市もどなたかいらっしゃいませ

んか。図書館と公民館が一緒になって魅力的なトークショーとか講

演会を開催することも加東市や図書館に足を運ぶきっかけになる

と思うので検討していただきたいです。 

以上を持ちまして、令和８年度第１回の図書館協議会を終了させて

いただきます。 

   

 

年  月  日 

 

                  議長                ㊞ 

 

                        署名人              ㊞ 

 

                  署名人              ㊞ 

 


